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講義計画

第１回　オリエンテーションー日本語教育文法を考えるということー
第２回　格助詞について（１）
第３回　格助詞について（２）
第４回　動詞の活用について（１）
第５回　動詞の活用について（２）
第６回　動詞の自他について（１）
第７回　動詞の自他について（２）
第８回　前半のまとめ
第９回　ヴォイスについて（１）
第10回　ヴォイスについて（２）
第11回　ヴォイスについて（３）　
第12回  ヴォイスについて（４）
第13回　テンス・アスペクトについて（１）
第14回　テンス・アスペクトについて（２）
第15回　後半のまとめ

テキスト 授業時にプリントを配布します。

参考書
『はじめての人の日本語文法』（野田尚史・くろしお出版）
『日本語文法ハンドブック』（松岡弘監修・スリーエーネットワーク）
他に授業時に必要に応じて指示します。

目的と概要

授業の目的は、次の２つです。
１．日本語教育に必要とされる現代日本語に関する基礎的な文法知識を身に付ける。
２．日本語母語話者が何気なく使っている日本語を分析的に見る態度を養う。
学期末にテレビや日常の場面で他の人が使っている日本語を聞いたり読んだりして、「あれ？」と思える力を身
に付けましょう。

成績評価法 授業時の発言などの平常点（20％）と試験の成績（80%)により評価します。

開期 前期 月曜日2限

授業テーマ 日本語教育という視点から現代日本語の文法を考えます。
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